
　　　　　　　　　　　　響

第三十六巻　　第
　　　　　第四百＋四三

　　　昭和二十八年一月二十田螢行

難
型
不
鰯
年
六
丑
臼
醸
、
輪
省
特
畷
畏
承
‘
．
顧
、
敷
諦
第
燃
護
歪

駕
三
を
八
年
宥
＋
奔
凱
遡
霧
且
羅
蒼
）

唾、

F
翰
Y
，
、
、
”
『

∵噌
灘
，
．

　
瓶
，
、

聯
．

　
矧
”

甲

弓
一
母
、
一
～
囎
。
．
メ

　
　
　
　
　
轟
．
　
、
噛

　　

@　

@
鍾
、
國
勲

　　

@　

@　

@”

w

　　

@　

@　

@
∴

　　

@　

@　

A
誌

　
　
　
　
　
　
囁
∵
㎎

　　

@　

x
渦
謙

　
　
　
　
　
竃
ー
ー
幅

珊四

道
界
展
望
進
凝
聚
悪
言
（
井
島
勉
）

シ
ェ
ー
ラ
ー
に
於
け
る
　
　
　
　
　
　
・
：
：
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
了

「
人
格
の
構
…
維
的
存
在
構
造
」
に
就
い
て

　
　
　
　
O
穫
伽
O
自
乗
◎
履
｛
ω

谷
　
昭

秘
造
の
南
扇
、
第
四
の
も
の
（
完
）
：
・
：
：
：
・
由
本
溝
幸

サ
〃
ト
川
の
イ
マ
ジ
ナ
シ
ヨ
ソ
に
つ
い
て
：
：
西

封
曙
艇
．
ノ

京都大撃文學部内
　京都哲蜜蝋



京
都
哲
學
會
規
約

、
本
曽
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
薪
號
と
そ
の
曹
及
を
隅
る

こ
と
を
特
段
と
す
る

、
冶
4
3
“
的
の
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う

島ワ

@
鰯
残
一
場
研
究
黒
目
か
．
聞
く

仁コ

?
年
・
公
開
講
演
畠
目
を
間
く

にり

S
男
一
褐
門
山
妻
弼
究
」
を
毅
膏
す
る

、
庶
丁
㎡
目
の
露
Ψ
鰍
邸
力
、
遂
”
∬
す
る
た
め
江
㎡
凄
鳳
録
覗
筑
干
名
昏
い
お
く
、

添
員
は
京
都
大
學
、
哲
學
肝
数
官
及
び
鯨
㌫
貝
郵
に
お
い
て
推
薦

し
た
瑞
に
雰
嘱
す
る

、
壷
継
停
ほ
抵
．
畳
”
ぬ
組
轍
脳
と
し
、
’
韓
昌
髭
に
は
沖
寒
焔
届
の
制
照
隊
か
扁
脳
蝋
け

な
い
、
學
絞
・
闘
雍
蔑
器
・
典
他
の
闘
雛
は
鴎
雛
の
名
を
以
て
入

愈
ず
二
〇
こ
と
も
で
き
る

、
亡
君
貝
．
は
’
暫
鵬
駄
と
し
て
郎
・
八
猟
○
騨
、
叉
は
傘
年
難
二
〇
騰

を
菌
納
す
る

、
藏
三
州
陣
隔
へ
質
噛
肌
の
献
馬
需
矧
を
一
受
け
、
爵
9
馳
眈
に
鞠
陥
、
却
口
幽
，
る
．
認
凹
種
の

費
事
に
毘
離
す
る
こ
と
が
弔
．
き
る

、
本
曾
は
事
務
研
を
窟
都
大
畢
交
學
部
内
に
お
く

、
本
命
目
瀦
尻
豹
の
改
正
蝿
饗
更
は
雰
桝
員
前
一
－
の
決
躁
証
に
よ
る

　　　　　　　　　　　　　　　　京
　　　　　　　　　　　　　　　　都
　　　　　　　　　　　　　　委哲
　　　　　　　　　　　　　　員學

　　　　　　　　　　　　　　　　役由矢三松野鶏廊駒二口渇島一lk”箪臼上芥有員

内va尾贈濯申内田原程澤井野賀
霧∴…1撫太芳勇俊二∴

立鄭勉海尖治人郡範1≒5郎央吉郎術夫勉鄭



器慧

鶴號　鼠　次

欝
葎

（
鎌
鴇
良
紀
）

プ
ラ
レ
ン
の
認
識
論
の
へ
刀
析

藤

，
ヤ

令
丸

綱
雛
足
の
原
隔
、
第
一
四
の
も
の
：
：
：
：
：
：
山
本
滞
幸

騰
壌
欝

十
四
號

次　號　鍛・告

申
蜘
隅
駈
n
騨
Ψ
の
駆
酬
覇
弧
形
寵
雌

梶

r“

維

螢
熊
的
見
地
に
於
け
る
空
閣
覗

知
畳
の
闘
題

　
－
艦
瞼
効
撮
の
考
康
～

太
郎

弧
穴



｛
薯
、

薯
　
j

T
／

玲こ窟都

IYi＝都

・ノこ7L’ ｾ
箪左
1”L一’　r’：’i　Ey1

難
”』．‘竃

内田｝s

會

告

塞
・
、
賢
は
幹
員
繍
雛
と
し
愈
員
に
は
（
密

嫡
ん
、
入
膏
ほ
庸
望
の
カ
は
京
都
霜
力
。
京
押

管
毒
京
鶉
暫
學
へ
鴇
u
蘇
宛
に
避
建
の
八
管
嚢

拳
年
四
は
．
○
團
）
疑
お
挑
込
事
さ
い

「
艇
一
粋
u
口
山
歴
繭
暴
灘
二
九
五
流
山
ハ
轟
欝
　
山
蟻
W
脚

翫
日
爪
切
・
れ
の
…
鋤
ワ
〈
1
1
ほ
一
撚
…
肱
刃
に
「
訂
尉
ム
℃
桝

す
か
ら
就
ち
に
御
挑
込
下
｝
，
・
い
、
一
郵
八

嘗
費
は
原
鵬
と
し
で
、
本
誌
ナ
は
欝
（
久
捗

を
獄
て
前
金
切
れ
と
し
、
幽
門
ハ
の
端
更
茄

磁
、
不
兄
は
一
年
（
久
は
竿
奮
偏
に
聴
算
、

、

愈
只
の
韓
圧
入
退
倉
馨
（
創
集
事
跡
獄

叶
協
噌
弘
室
ハ
必
出
内
山
無
㌍
鵜
漸
料
…
蛾
づ
・
曾
け
楓
酔
へ
御
一
穐
　
晶
川
甲

、

赤小

ﾕ槻

ﾌ
鰍
馬
集
に
澱
…
す
る
　
粥
鮎
脳
・
W
餌
閥
U
山
雪

’
算
擁
に
お
畳
齢
り
下
き
い

　　　　　　　きレド鰐多！羅暴釜響
　　バ　　　　　　　ロ簸逡i壕嬬鯉
は　 事　 よ隣分し
本　 筋　 るi∫．1）宏

コ　
一買51臭’」．9

（匿驚
《㍉biの
八rp　ii憾

四西1漠
○壽｝｝を

回町設
ダ、弘け
は女憲

　ほ　ヨ　　　　し

下口調御へ外
さ認．へ註御の：文
い及圖女申購
蘇撃轡規

　1；窪謡㍊1淀

饗
行
所

、
ー
ミ

三
山

一．

�
�
ﾈ
外
船

「
弘
女
堂
し
へ
蜘

　
、
本
樋
融
の
細
胤
甚

十
型
・
郵
穐
・

M
、
特
に
翻
求
燃

を
お
鍛
り
下
僻

代
金
郵
世
共
二
部
、
定
飯
七

て
お
盛
り
．
｝
さ
い

螺
を
要
す
る
場
膏
は
郵
雰
八
翻

誰
久
及
び
藏
鞍
に
融
す
る
件
は

印　印　饗
麟　刷　膏
所　入　入

環
京
菰
学
汽
田
慰
撚
駿
　
ピ
蘇
囲
ノ
照

レ
　
藤
　
久
　
春

京
臨
山
田
寧
茜
涼
隣
四
〇

描
文
三
二
欄
部

京
鶏
布
田
巾
戦
乱
覇
嬉
O

　
へ触

文

な
書
二

階

簗
京
島
f
費
田
融
韓
韓
笹
騒
姻
ノ
研

轡採

得．1＝式　　　　　　 賓

　京弘京伊環海三代
弘鞍臨奈　鍛
　奮三三藤蕎弁村蟻
　巾　　寧

　猟　　涼　　1．．
　観ユ欄Fl｝　際
　　　　　ピゴヨ堂9部ε春幽1勉

京

911 s
大

箪1’il一

］i

三窯

學學
V：・1］

内簿

　ili｛畷

　測郵

　十十
　八八
編年年
集荊y
人r．∵レ
　・．1’臓

　ill　H
　饗1・！1

　行鞍1
京



職
璽
蚊
竺
熟
語
翻
（
難
豊

　　　　　　THE　JOURNAL

　　　　　　　　　こ、　OF
　　　　　　　　　　　購♂

PHILOSOPMCAL　STUDIES
　　　　　　THE　TETSUGAKU　KENKYU

Vol．　XXIXVI
ら

Janua．ry，1953 No．　4

0～～Sal’！1re’sノ）〃《亘ノuz！～〃　・・g倉…．一…　一．・・・…　Yosh｛h｛ko　Nishimt1ra

7憐♂（rtU〃se・∫Cノ’e（xlioノ～’　Zlteノ；Ol！〆！∠i　（フノ～ビ（ノ『f）一・・Kiy（》yuki　Yamam⑪to

（フだ踊ビ激ノ’e～6／～〃jetゲ〆砺・の1♂（癒。〃認菰5♂〃・τごヅ

　tlノ㌃勲～～iノ～擁‘・ノ盟を貌ψ妙ゲ3五＆辱ん癒〆・・……Shyδz6　Fukat餓1

・・

U～孟ノ〃鳶・9t〃’t，e］1　．・

　ノ1‘∫漁8疏∫∫〃乃τ∫‘〃X一ノλぴ．みψごηわ・…　……・…・・…TsutOiinu　I諏烹職

定
償
金
七
〇

　　　　　　　　Pd）libh¢d　！～io1貰茎ユ三ア

　　　　　　　　　　　　By

蟹HE　KYO愛◎？H　gL◎＄o？HXCA瓢s◎c鵬愛Y

　　　　　（The　Kyoto　reegsugaku－Kai）

　　　　　　　　Kyoも。　Univers圭もy

　　　　　　　　　Kyoto，　Japan


